
1. 神戸新聞 朝刊コラム 正平調より 神戸淡路大震災 神戸の記憶  

◆ 「ボランティアは押しかけていい。迷惑をかけてもいい。その何倍もいいことをすればいい。 

 来てくれただけで、本当に喜ばれるのだから」。昨年、能登でも同じ言葉を聞いた 

 
◆ 公平、理屈、効率といった「官」の論理にとらわれず、必要があれば行動する。 

ボランティアから生まれた思想 が社会のありようを変える。この熱源を消 したくはない 

柔軟で活気のあ る自由な社会は強く、優しい。  2025.1.16. 

 
◆ 遠く離れた町で故郷の被災に心を痛めた人、リュックを担いで駆けつけた人、語り部の方の話や

授業、職場の研修で学んだ世代。震災に寄せる思いは人それぞれ。 

それでいい、それがいい これからも寒い朝には目が覚めるだろう。 

31年になっても、40年が過ぎても。 そして、込み上げるものを抱きしめる。 2025.1.17. 
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